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要 旨

 大阪府立工業高等専門学校（以下、本校）は、2005（平成17）年度に、それまでの5学科体制から、

総合工学システム学科1学科6コース制への改編および専攻科の設置を行った。また、2007（平成19）年

度には、大阪府内の公立高等学校普通科の通学にかかわる区域が、それまでの9学区制から4学区制へと

変更された。本報告は、1998（平成10）年度～2007（平成19）年度の10年間における中学校別入学志願

者数の解析を、いくつかの方向から試みることにより、本校への入学志願者数に対する影響の有無を検証

した。その結果、大阪市、東大阪市、八尾市内の中学校から本校への入学志願者数においてやや大きな減

少が見られた。2003（平成15）年度から始まった工業高校との併願不可による影響と、2007（平成19）年

度から始まった学区再編による影響が考えられる。

キーワード＝府立高専，入学志願者，総合工学システム，学区再編，高等学校，母校訪間，中学校訪問，広報

1．はじめに

 大阪府立工業高等専門学校（府立高専）は1963（昭和

38）年高度経済成長の時期に機械工学科2学級、電気工

学科1学級で開校し、翌1964（昭和39）年には工業化学

科1学級、土木工学科1学級を増設置し、入学定員200

名の工業高専となった。その後1991（平成3）年度に機

械工学科2学級のうち1学級をシステム制御工学科へ改

編し、電気工学科は電子情報工学科に、土木工学科は建

設工学科へそれぞれ学科名称等の変更がなされた。その

後2001（平成13）年9月に策定された大阪府行財政計画

（案）において、府立高専はr府の大学や試験研究機関

等との連携のもと、産業教育の変化や生徒の二一ズ、進

路の多様化に対応した高等教育機関としての将来展望を

視野に入れ、今後とも府が設置する必要性も含め、機能

のあり方について検討を行う。」とされ、2002（平成14）

年度から2004（平成16）年度にかけて、大阪府教育委員

会と府立高専が連携した形で教育改革が行われ、2005（平

成17）年度から総合工学システム学科1学科6コース制へ

の改編および専攻科の設置を行った。
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 第1回の入学者選抜試験は、1963（昭和38）年2月17

日に実施され、倍率は13．03倍という高倍率であった。

その後、1973（昭和48）年度に一度だけ2倍を割り込ん

だものの、それ以外の年はおおむね3倍以上をキープし

てきた。年号が平成に変わり、おおむね2倍程度の倍率

を維持してきたが、2002（平成14）年度に2倍を割り込

んで以降、入学志願者数はさらに減少の一一途をたどり、

2006（平成18）年度には1．19倍まで落ち込んだ。その後、

やや回復してはいるものの、2008（平成20）年度で1，26

倍である。本校では、1995（平成7）年度に広報委員会を

設置し、2003（平成15）年度には広報委員会を広報室と

改め、広報活動の強化に努める一方、2006（平成18）年

度には本科生志願者増対策ワーキンググループを設置し、

入学志願者増加に対する様々な観点からの検討がなされ

てきた。我々は、2007（平成19）年度の中学校訪間の計

画を策定するにあたり、過去10年間の中学鰯I1入学志願

者数のリストを教務主事室から入手し、それを居住区別

に解析することにより、ある一定の傾向を読み取ること

ができたので、ここに報告する。

 なお、入学志願者数については、次の4つの方法で解

析を試みた。

 1）1998－2002（平成10－14）年度と2003－2007（平成

   15－19）年度の比較

 2）1999－2001（平成1卜13）年度、2002－2004（平成

   14－16）年度、2005－2007（平成17－19）年度の比較
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3）2005（平成17）年度と2006（平成18）年度と2007

  （平成19）年度の比較

4）2006（平成18）年度から始めた母校訪問の効果

2 2003（平成15）年度から始まった工業高校との併願

不可による影響

 2003（平成15）年度に高等学校工業科の入学者選抜制

度が大きく変更され、それまで前期入試と後期入試に半

数ずつの定員であったものが、すべて前期入試に変更さ

れた。それに伴い、本校と高等学校工業科との併願がま

ったく不可能になった。この影響については、
1998－2002（平成10－14）年度の5年間と、2003－2007（平成

15－19）年度の5年間の累計志願者数を比較することによ

り検討した。

表11998－2002（H10－14）と2003－2∞7（H15－19）の累

計志願者数の比較

H1O－14累計

u席者教
H15－19累計

u藤者教

H1O－1値100とした時の

@H15－19の割合

1全志願者数 19ψ 1325 68．2⑪との差）

2大  内 559 348 62．3  ▲5．9

3旧第4学区 754 527 69．9    1．7

4 阪沿 五 626 441 70．4    2．2

5寝屋j 1市 217 165 76刀    7．8
6 223 142 63．7  ▲4．5
交 46 34 73．9    5．7

8四宗 29 21 72．4    4．2

9大東市 39 25 64．1  ▲4．1

1大阪市と旧第4学区を 631 450 71．3    3．1

11八尾 ・東大阪 99 58 58．6  ▲9．6

る大阪府出身者の割合は、常に13％前後を推移しており、

2002（平成14）年度以前（平均12．8％）と2003（平成15）年

度以降（平均13．0％）に大きな差がなかったことにより、奈

良高専への流出はそれほど多くなかったと思われる。

800

600

1一・一②大粛高一一一＝

■“・③旧館4学区 11

1一■トー④京阪沿線五市1一

（結果）②大阪市内、⑥枚方市、⑨大東市、⑳近鉄沿線

の減少比率が比較的大きい。

（考察）．大きな流れとしての中学卒業者数の減少のほカ＼

2003（平成15）年度より、本校と工業高校の併願が不可

能となった。

 大阪市内には都島工業高校をはじめ、東淀工業高校、

生野工業高校、泉尾工業高校、工芸高校、淀川工科高校、

西野田工科高校、東住吉工科高校（現在は東住吉総合高

校）、今宮工科高校、成城工科高校（現在は成城高校）と10

（現在は8）の公立工業系高校を擁し、近鉄沿線は地元

の東大阪市に布施〕二科高校、城東工科高校があるほカ＼

大阪市内への交通便がよいため、本校と工業高校の併願

不可となった中学生が工業高校の方に流れた結果、本校

志願者数減につながった可能性が高い。地元の寝劇■1市

をはじめ、旧第4学区の範囲には公立の工業高校が1枝

もなかったため、このエリアでは併願不可による大きな

影響は見られなかった。

 近鉄沿線の減少比率が大きいことにより、奈良高専へ

の流出も考えられたが、奈良高専学校概要に掲載のr府

県別入学志願者数」の分析によると、全志願者数におけ

                  十⑤高屋川市

400          1・←⑥枚方市
                  ・一・硝 ・⑦交野市

                  一十⑧四篠6市
200

                  ≡一一⑨大柿
     “・・＿．．
       一…    ：→一驚麟醐＝1
 O                  一・1・⑪ハ富市・京大ミ
   H1O－14累叶志験者動   用5－19累計志胴者数      匝布

図1 1998－2002（H10－14）と2003－2007（H1ト19）の累

計志願者数の比較（①を除いた②～⑪）

3．本校が2005（平成17）年度に総合工学システム学科

1学科6コース制に改組したことによる影響

標記改組による影響については、1999－2001（平成

11－13）年度の3年間と、2002－2004（平成14－16）年度の3

年間および2005－2007’（平成17－19）年度の3年間の累計

志願者数を比較することにより検討した。

表2 1999－2001（H11－13）と2002－2004（H14－16）と

2005－2007（H17－19）の累計志願者数の比較

H11－1コ■寸

u■盲目

H1’一10■計

u■冒臼

H1一一1ヨ果汁

Y口者臼
用1－1唯1mとした略ゆ
@ H1フー10ω，舎

Hl’一”をlmとした略O

@…一一1ヨω習合

1全志 504⑩とゆ皇〕加4 83411とO査〕1252 舶2
大 内 3冊 里38 183 49．一  ▲9．一 τ6．9  ▲6．5

3旧 4＾区 4目5 351 29目 田．4    2．0 84．9    1．5

五』 40一 四5 252 010    25 854    iO

標副 1 140 107 93 06．一    一．0 帥．9    3．5

宿 方 1州 05 03 64．6    5一里 109，4   20．O

蝸 5日1  ▲1431 1目 043  ▲191
8四 1目 14 11 01．1    1．τ 凋．o  ▲4．畠

大 60 ψ 35 5日．3  ▲1．1 目3．3  ▲O．1

と旧 4帖区  く1大 303 ”o 60i    oフ390 011    η
1ハ 大 6目 価 34 50．O  ▲O．4 乃」O   ▲τ．9

（結果）②大阪市内、⑦交野市、⑧四條畷市、⑪近鉄沿

線の減少比率が比較的大きい。特に⑦交野市の減少比率

が大きい。他には、この表にはないが、門真市でも少な

からぬ減少が見られた。

（考察）大阪市立の工業高校は、本校や府立工科高校と

違い、学科別募集を行っていることを特徴にしている。

また奈良高専も学科別募集を行っている。よって、②大

阪市内および⑪近鉄沿線での減少の原因は、それら競合

校に志願者が流出した可能性が考えられる。ただし、大

阪市立の工業高校も機械系学科を除けば、定員割れを起
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こしている学科が多く、学科別募集が必ずしもよいとは

限らない。また奈良高専も学校概要掲載の「府県別入学

志願者数」の分析によると、全志願者数における大阪府

出身者の割合は、常に13％の前後を推移しており、

2004（平成16）年度以前（平均12．8％）と2005（平成17）年

度以降（平均13．1％）を比較しても大きな差はなかった。

つまり2005（平成17）年度、本校が総合工学システム学科

に学科改組したことにより、入学後のコース選択を敬遠

した中学生が、学科別募集を行っている他高専に流出す

るのではないかという懸念はあったが、少なくとも奈良

高専への流出はほとんどないことが明らかとなったコ

 問題は⑦交野市、⑧匹1條畷市、⑨大東市、そして門真

市の減少要因がどこにあるかである。

500
1一一②大阪市内

1・十一③旧算4掌区

一一Pトー④京阪…台操五

  市
十⑤獲屋川市

一‡⑥枚方市

1・■一⑦交野市

（考察）従来、工業化学科、建設工学科、電子情報工学

科で比較的女子が多く、機械工学科、システム制御工学

科では比較的女子が少ない傾向があった。総合工学シス

テム学科1学科6コース制に改組されたことにより、機

械系が5学科中2学科から、6コース中3コースとなり、

割合が増えたことが一因としてあるのかもしれない。

（注）2008（平成20）年度入試では、全志願者数に対す

る女子の割合が、11．1％と従来のレベルに戻っている。

400

300

200

｛⑧四俸崎市

 100                          1■’■⑨犬稟市

    一・一．
                  ≡→・⑩大阪市と旧一
 〇           榊学酬11
  H11－13累言十志語H14－16累計志願…7－1g累計忘用 1・●一⑪八尾市・裏大；

    者数     者数     者数       阪市

区2 1999－2001（H11－13）と2002－2004（H14－16）と

2005－2007（H17－19）の累計志願者数の比較（①を除いた②

～⑪）

 次に、累計志願者数を男女別に分けて検討した。表3

に、1999－2001（平成11－13）年度の3年間と、2002－2004（平

成14－16）年度の3年間および2005－2007（平成17－19）年

度の3年間の累計志願者数を男女別に分けたものを示す。

∵ll“］＿数
！ま @ 60                     一一＼一

              、． 一1’男子
  40                     1→・女子

  20

1 0
≡ H11－1薯欝舳生1薯欝舳ト紫志調    1

図3 199ト2001（平成11－13）年度の3年間の累計志願

者数を100とした時の減少率

表3 1999－2001（H11－13）と2002－2004（H14－16）と

2005－2007（H17－19）の累計志願者数の男女別比較

H11－13累計

u願者数

H14－16累計

u願者数

H17－19累計

u願者数

全志願者数 1254 887 743

男 子 1115 η9 676

女 子 139 113 6フ

全志願者数に対

ｷる女子の割合
i％）

11．1 12．7 9－0

（結果）2005（平成17）年度以降については、女子の減

少比率が大きい。

4．2007（平成19）年度入試から始まった学区再編による

影響

 標記学区再編による影響については、2005（平成17）年

度と2006（平成18）年度と2007（平成19）年度の志願者数

を比較することにより検討した。

表4 2005（H17）と2006（H18）と2007（H19）の志願者数の

比較

H1嚇□者 H岨捌一宕 用蛇■者 H1花1mとした略O 用蛙mとした艘O
量 融 凹 冊Oω割台 冊。o創含

1全志願 259 238 2仰 卯3｛1帖ω働 1050ωとO働
大  内 03 帥 53 112．一   1；．4 100．O   O．1

3旧 4一区 09 100 93 114，1   10．8 100．O   O．一

同 阪台 五 岨4 胴 84 110－   134 1107   48
5 渥川 34 η 32 138．2   4口．9 1刑．1   00．2

6枚方 30 32 31
933  ▲40 目一5  ▲134

，。⊥ 9 o 3 22．2  ▲乃．1 33．3  ▲〃．5

8四 2 一 ＝ 400，0  30里．一 114．3   目．4

9大 13 15 1 923  ▲50 目00  ▲王50

1大  と旧第4＾区 く 97 65 101 刊．1 ▲η．2 m4．6  ▲1．3
大 ・ハ 14 4 帖 ”．4  ▲25．o 250．0  1仙．1

（結果）⑦交野市、⑧四條畷市、⑨大東市の減少比率が

かなり大きい。

②大阪市内の減少比率も大きい。

③旧第4学区は⑦交野市、⑧四條畷市、⑨大東市の減少

が大きく響いて減少している。

④京阪沿線五市は、⑥枚方市と門真市の減少により相対

的に微減である。

⑩大阪市・旧第4学区を除く衛星都市は大きく増加（特

に豊中・吹日ヨ・茨木・摂津・東大阪・八尾の各市では前

年比2倍以上）している。
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（考察）⑦交野市、⑧四條畷市、⑨大東市は、すべて学

研都市線の沿線である。もともと学研都市線の沿線は東

西線を経由して、大阪市内の高校に通いやすい地域にあ

る。2007（平成19）年度の学区再編により、旧第3学区も

通学区域になったことによる影響が大きく出ているもの

と思われる。

 ②大阪市内も、もともと交通の便がよい地域である。

これも2007（平成19）年度の学区再編により、通学区域が

広くなったことによる影響が出ているものと思われる。

一01一」 」」」1 一一一一■一」一一1’ 」」一＾■一■一一一一⊥一’』1－0 1⊥一’■I I’■一〇

120 1；ろ；蕨茜蒜」

〃 11＋③旧資榊
i ・    ・’  l1一■一④煎沿個                          市

180 1     0 ＼      、          ；十⑤握最1I一布           ■                ’

、

1．一“・⑥肺市

H

j
≡≡，鐘紅⑦壷圧市

！  40
1→一⑧四業■市

i         ．1中⑨夫肺≡1       〆菱 ㌧．⑪揃と．、1．

P．L へ 〆  一納．漱：奏
L＿＿一＿、＿．＿一．一．一＿＿．．．＿．．＿一．．．．一＿．＿一．＿一一一＿．一＿＿一一。一一一一一一一一＿一一。一＿＿一一一＿一…  一・…一・一一一一一一

図4 2005（H17）と2006（H18）と2007（H19）の志願者数の

比較（①を除いた②～⑪）

5 母校訪問の効果について

 2006（平成18）年度より、総合工学実験実習Iの一環と

して、1年生による母校訪問を実施した。これは、1年

生が7月の構葎期間を利用し、母校を訪ねて中学校教員

と面会し、自分の学校生活を報告することでプレゼンテ

ーション能力を養う活動である。本校への志願を中学生

に直接促すものではないが、本校の学習活動を中学校に

アピールすることで、間接的に志願者促進の効果が期待

できると考えられる。ここでは2005（平成17）・2006（平

成18）年度の志願者数平均と、2007（平成19）年度の志願

者数を比較することにより、母校訪問の影響の有無を考

察した。表5の数値は、各中学校の志願者の増減をa群

がらd群に分けて平均したものである。（平均を出す際、

受検実績のない養護学校などは母数から割愛した。）

 a群。群が母校訪間を行った（つまり2006（平成18）年

度に入学者があった）中学校であり、b群d群が母校訪

間を行っていない（つまり2006（平成18）年度に入学者が

なかった）学校である。よって、b群d群は2006（平成

18）年度志願者数が少ないので、b群d群の値が正になる

（増加しやすい、減少はない）のはやむを得ない。a群（一

0，44）と。群（一〇．30）を比較して、c群に遜色がない

ので、教員による訪間を学生の母校訪間で代用しても、

取りあえず大きな影響はないと言えよう。

表5 「2005（H17）と2006㈹8）の志願者数平均一
200フ（H19）の志願者数」の平均

昼
                  子 の母・・聞
                   有   無
            教員派遣有 ・  b
                無   c    d

a2006（平成18）年度に入学者があり、教員も訪問している。

b2006（平成18）年度に入学者がなく、教員が訪問している。

c2006（平成18）年度1こ入学者があり、教員は訪問していない。

d2006（平成18〕年劇こ入学者がなく、教員も訪問していない。

6．入学志願者増に向けた様々な取り組み

61府立中央図書館との連携公開講座

 2006（平成18）年度より、大阪府立中央図書館（東大阪

市）との共催で、公開講座を開始した。この地区の急激

な増加の原因が、この行事によるものだけではないこと

はもちろんであるが、このようにそれぞれの地域にこち

らから出向いていく公開講座も重要であると思われる。

6．2出Kロボットコンテスト校内対決エキシビション大

会の開催

 2006（平成18）年度より9月に㎜（ロボットコンテスト

校内対決エキシビション大会を実施している。これにつ

いては、極力その年のNHK高専ロポコンの規定に削った

フィールドで同じルールで実施するようにしている。こ

の大会の開催にあたっては、技術教育支援室の多大な協

力を得ている。また当1ヨの大会の司会等にあたっては学

友会を中心に学生有志が活躍してくれている。来場者数

も増加の傾向にあり、第2回の2007（平成19）年度は約

460人（うち外部は350名）の参加があった。この大会の

情報はロポコン関係者を中心に徐々に広まり、2007（平成

19）年度は舞鶴高専を除く近畿地区の全高専が視察に来

たのみならず、遠く東京高専や津山高専からも参加があ

った。この大会の広報は、本校公式ホームページのほか、

地元の寝屋川市の全小中学校にリーフレットを配布した。

この大会の見学者に、2006（平成18）年度は校名入り団扇、

2007（平成19）年度は校名入りクリアファイルを配布して

いる。

6．33つ折りパンフレットの作成

 本校は中学生向けのパンフレットとしては、従来A4サ

イズのもののみであった。2006（平成18）年度より、もっ

と手軽に手に取れるサイズのものがよいということで、

A4サイズの紙を3つ折りにした通称ポケットパンフレッ

トを作成した。2006（平成18）年度は1O，000部、2007（平
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成19）年度は12，000部発行した。

6．4本校公式木一ムページの刷新

 2007（平成19）年9月に本校の学生の協力を得て、本校

公式ホームページを全面的に刷新した。

615学外イベントヘの参加

 2007（平成19）年度は、以下に示すイベントに産学交

流室から参加し、本校の取り組みの紹介と学校紹介を打

つだ。

①第15回大阪府産業教育フェア

 日程：2007年10月27日，28日

 場所：ORC200 2階アトリウム
 出展内容：レスキューロボットの展示とデモ、

      学生作品の展示、wlロポコンビデオ上映

②第30回寝劇11まつり

 日程：2007年8月25日

 場所：寝屋川市町山i1治水緑地

 出展内容：風力発電機1／2モデル及び風車教材の展示

      学校紹介

③第11回寝屋川市エコ・フェスク

 日程：2007年11月18日

 場所＝寝屋川市町u1治水緑地

 出展内容：風力発電機1／2モデル及び風車教材の展示

      学校紹介

④環境フェスクin交野

 日程：2008年3月2日

 場所：星の堅いわふね

 出展内容：風力発電機1／2モデルの展示と学校紹介

図5 第11回寝屋川市エコ・フェスクの展示ブース

66寝屋川市内の小中学生への出前授業・実験等の実施

 本校の教員による寝屋」l1市内の小中学生対象の教育サ

ービスとして、2006（平成18）年度から和光小学枝の教員

と連携したロボット教育を行っている。和光小学校では、

文部科学省の特定教育モデル校として、2006（平成18）年

度と2007（平成19）年度の2年間、小学生のものづくり教

育の一一環として「ロボット教育」を実施することとなっ

た。寝屋川市企画政策課および教育委員会から大阪府立

高専に対し支援要請があり、本校教員が年間10時間の出

前授業や夏休みを利用して、ろぽっと倶楽部の学生の協

力を得て、小学生を指導するなどの地道な活動を行って

きた。

 また、寝園11市立中学校が文部科学省からの研究費を

得て行ってきた情報教育や理科教育への本校教員の支援

活動も、すでに5年以上継続してきている。2003－2005（平

成15－17）年度に文部科学省研究開発学校指定校として寝

劇11市立第十中学校地区での小中一一貫教育の推進事業が

行われ、本校教員が運営指導委員として参画した。

 この事業中、本校教員は理科部会に出席し、中学校で

直接指導をした他、小学校の自由実験の指導や自由実験

発表会でのポスターセッションにおいても指導を行った

その後2006（平成18）年度も出前授業を行うなど、1年間

弓1き続き指定学校として指導を続けた。その後寝劇11市

との包括連携協定に従い本校と寝屋川市教育委員会の連

携により「大阪府立工業高等専門学校出前授業」として、

2006（平成18）年度と2007（平成19）年度、複数の教員が寝

園11市内の小中学校で出前授業を行った。さらに、

2007（平成19）年度には、学校として組織的な出前授業・

実験を実施するために、教員から実施可能なテーマを提

出してもらい、出前授業・実験リストを作成し、寝屋川

市企画政策課を通じ、寝劇11市教育委員会に提出した

このリストをもとに、2007（平成19）・年末に寝劇11市内

の小学校から出前授業・実験の要請があり、2008年2月

に実施した

 また、7年前から、寝屋川市の学校をリタイアした元教

員で組織された腹屋川自然に学ぶ会」の要請を受けて、

夏休み直前の7月20日前後の土曜日に毎年、小学生を対

象にしたrかがく実験教室」を寝屋川市市民総合センタ

ーで実施している。以上のように、本校として寝屋川市

内の小中学生文橡の教育サービスも地道に行ってきてい

るが、今後とも、学校として組織的、かっ継続的に小中

学生に対して、府立高専を知ってもらう機会を増やして

いくことが必要であろう。

7 まとめ

大阪府立高校の前期入試に割り当てられている定員が
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増加の一途にある。本校にとって前期入試との併願が認

められないことが、本校志願者増に対する大きな痛手で

あることは間違いない。最後に学校長の言葉をもって結

びとしたい。

 『志願者を増やすことは容易ではない。一つは構造的

なことに起因している。まず、進路指導の先生は、基本

的には成績と本人の希望をもとに三者面談で進路高校を

決定している。この際、中学浪人は出せないので、成績

を最優先し、大部分の生徒も保護者もとりあえず普通高

校に進学して、高等学校の3年間で進路を決める傾向に

ある。成績上位の生徒はどこの傾向にあるらしい。生徒

がものづくりが好きであるとしても、これを最優先して、

高専への進学を薦めることは少ないと思われる。高専を

希望するのは、全科目満遍なくできる生徒ではなく、文

系科目が苦手でどちらかというと理系科目が得意な生徒

が希望する傾向にあり、この母集団は、工科高校・工業

高校と高専の選択になるとのこと。その中で、上位の生

徒が、高専か上位の工業高校がで悩むとのこと。高専は

難易度が高いと思われているので、安全を見込むと、上

位の工業高校を薦めるとのこと。工業高校も高専もいず

れも前期日程なので併願ができず、本校にとっては非常

に厳しい枠組みである。また、ある工業高校では、高専

より丁寧に教育や生活指導をしている、大学進学実績も

高いとPRしているとのことであった。本校も受け入れ

た学生には、今まで以上にそれぞれの能力に応じた、十

分な教育をする必要がある。後期日程の普通高校との併

願の選択肢は少ないとのこと。理由ははっきりしないが、

先に本校に合格すると入学しなければならないという制

約からであろうか。普通高校との併願を増やす戦略が必

要なのかもしれないがどうすればよいか？さらに、不利

なのは小論文面接と学カー試験が1日置いて実施されるこ

とと、志願者が大阪府内に限定されていることであるが、

この制度変更は容易なことではない。常識的ではあるが、

本校での教育・学生指導を充実し、卒業時には見違える

ほど確かな学力と実践的な技術・創造力を身につけた優

秀な人材として送り出す必要がある。本校は数年来の志

願者の低下で、学生の学力は上位から下位までその分布

は広がってきており、特に学力の低い学生が増加する傾

向にある。従来のような資質の高い学生を想定した講義

では、ついていくことのできない学生が出てきており、

彼らの授業態度の悪化が授業環境を乱し、上位の学生の

勉学意欲を著しく減退させている。これを打開するため

には、能力にあったきめ細かい指導に切り替える時期に

きているのかも知れない。能力別クラスの実施は、今後

の検討に委ねるとしても、少なくとも、大学進学希望ク

ラス、就職希望クラス、学力不振クラスに分けた、時間

外の補習を学校として取り組む時期にきている。補習は

あくまでも自由参加となるが、学力不振クラスは、半強

制的に受講させる必要があろう。』

 以上、本校は“ものづくりのリーダー的資質を備えた

実践的な技術者の育成”を目標に“有為な学生を育てる”

ための教育を充実していくことが重要である。今後も入

学志願者増に向けては、あらゆる機会をとらえて中学生

や保護者に向けて本校の認知度を上げる活動を実施する

とともに、さらに戦略的で、効果的な企画を実行してい

く必要がある。

謁僻

 広報室および本科生一志願者増対策ワーキンググループ

のメンバーに、この場をお借りして厚く御礼申し上げま

す。
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